
ある日、壁一枚隣の自宅に 8 時間も戻れず、暗くなって

慌てて帰ると、明かりも暖房もない部屋で、とっくに帰

宅した子どもたち 3 人が寄り添って「ドラえもん」を見

ていたことがあります。「暖房も灯りもつけないで！」私

はとっさに怒ってしまいました。母としての不甲斐なさ

と、余裕のなさ。今振り返ると、あの頃の私たちは必死

で、目の前のことに精一杯だったのだと思います。 

それでも子どもたちは成長し、今、父親のことを 

心から尊敬しています。私自身もまた、あの時代を 

懸命に歩んできた主人に、心から敬意を抱いています。 

「60 歳で仕事を辞めて南の島に移住する」と話して

いた院長ですが、今ではその考えも変わり、 

「できるだけ長くこのクリニックを続けたい」 

と話すようになりました。若いスタッフも増え、そして何

より院長を信頼し通ってくださる患者さんがこんなにも

多くいらっしゃることが、その想いを支えているのだと

思います。更に、近年はインスタグラムのフォロワーも 3

万 3 千人を超え、全国の視聴者様からお菓子やシール

が届くこともあり、私たち自身が驚くような広がりを感

じています。そして、いけざわこどもクリニックの最大の

凄みは『病気にならない院長』です！開業してから一度

も熱で休診したことがなく、体調不良もありません。そ

れでも 24 年間、一人で診療を続けてきた院長の胸の

内には、きっと大きな責任やプレッシャーがあったはず

です。それでもそれを表に出すことなく、いつも変わら

ぬ姿で、淡々と診療を続けてきました。そんな主人に、こ

れからは「少し休んでいいよ」と言ってあげられる環境

が整ってきたことを、私はとても嬉しく思っています。 

新体制となり、いけざわこどもクリニックはこれから少

しずつ形を変えていきます。しかし、これまで大切にして

きた想いは変わることはありません。 

ずっと一人で背負ってきた時間を、これからは、誰かと

分かち合える時間に。 

今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 
                           

 

文責 池澤 千恵子 

 

 

 

 

感染症情報 
2/23～3/22 

前

回 

今

回 

RSウイルス感染症 11 1 

アデノウイルス 

感染性胃腸炎 

 

9 2 

溶連菌感染症 

 

11 8 

感染性胃腸炎 24 40 

水 痘 4 13 

手足口病 

 

1 8 

リンゴ病 5 8 

突発性発疹 4 2 

新型コロナ 0 1 

インフルエンザＢ 415 126 

 

いけざわこどもクリニック通信 

桜の花が咲き、過ごしやすい季

節になりました。この春、新しい

環境や出会いに戸惑うこともある

かと思います。お子さんの小さな

成長を一緒に見守っていきましょ

う。さて、相変わらず「花粉」がひ

どいですね。私も涙目が続いて

います。保護者の方のお薬はす

ぐにお出しできますので、受付に

お気軽にお申し出ください。 

院長 池澤滋 

２４年のその先へ 

当院は、おかげさまで 24 年目を迎えました！ 

振り返ると、あっという間の年月です。 

開業当初は、受付 3 名、看護師 2 名の 5 人体制。初日

の患者さんは 21 名でしたが患者数と共にスタッフも増

え、現在 23 名のスタッフが勤務し、1 日 200 人の患者

さんが訪れるクリニックとなりました。御代志から現在の

野々島の地へ移転してからも早 17 年。当時はのどかな

印象の強い地域でしたが、北熊本スマート IC の開通な

ど環境の変化があり、ずいぶんと賑わってきて、これは

当時予想していなかった嬉しい変化でした。 

これまで院長は、大学の先生に土曜日だけ手伝って 

いただくことはありましたが、基本的には一人で診療を

続けてきました。一昨年、そんな院長もおかげさまで

60歳の還暦を迎え、これからも長くクリニックを続けて

いくために、支えてくれる医師の存在が必要だと考え、

ご縁のあった岡田先生を副院長として迎えることとな

りました。私は院長をそばで見てきて、改めて本当によ

くここまでやってきたと感じています。特に開業から最

初の 3 年間は、ほぼ 24 時間体制でした。 

トイレに行くときも電話を手放さず、学会で 

飛行機に乗っていても、着陸と同時に電源を 

入れ、患者さんとの連絡を再開し、駐車場で待つ患者さ

んを急いで診察するなど地域医療に必死に向き合った

と思います。しかし一方で私たちは経営者としての学び

をほとんどせずに開業しました。医療さえ良ければ患者

さんは来てくださると、どこか思い込んでいたのです。

今思えば、経営者としては未熟でした。開業当初は、職

員に有給を整える余裕もなく、給与計算も外部に頼ま

ず、花を植え、掃除をし、事務作業をし、すべてを夫婦で

抱え込み、そのしわ寄せは、家庭にも及んでいました。 

VOL.２８３

 

４月号 

★クリニック予約 

★クリニックホームページ 

★いけざわ beauty（インスタ） 

★クリニック Instagram 

こちらから→ → → 

副院長からのご挨拶 
 

この度、副院長に就任いたしました岡田拓巳

と申します。 

１６年間にわたり県内の病院で培った入院診

療の経験を糧に、今後は地域の皆様の最も近

い存在として尽力してまいります。 

院長先生ご夫妻とスタッフの皆様が守ってこ

られた、明るく温かいクリニックの医療を大切

にし、お子さまやご家族の困りごとに真摯に

向き合っていきますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

                 副院長 岡田拓巳 


